
火山噴火に伴い林地に堆積した火山灰が水文環境に及ぼした事例
鹿児島大学 名誉教授 地頭薗 隆

・右図は，火山噴火に伴って放出された火山灰が原因し
て起こる土石流や洪水の発生過程を概念的に示したも
のである。

・火山灰が地表面を覆うと，流域の水文環境は急激に変
化する。すなわち，浸透能の低下により表面流が発生
し，斜面では表面・リル・ガリ侵食によって土砂が生
産され，さらに土石流の発生につながる。

・大規模噴火の際は，上記の現象が火山体だけでなく，
周辺域の森林流域でも起こることになる。

・林地に火山灰が堆積したときの水文環境の変化につい
て，九州の火山周辺域で調査した結果を取りまとめた
ので報告する。

桜島火山灰が堆積した鹿児島大学高隈演習林の林地

1987年4月11日撮影 1988年11月12日撮影

林地に堆積した火山灰

林地に発達したリル
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事例１ 1914年桜島大噴火に伴い林地に堆積した火山灰

1997年5月1日撮影

（下川・地頭薗，1991）
・1914年桜島大噴火の際は，軽石・火山灰が
大隅半島に広く堆積した。右図は，軽石・火
山灰の分布図と歴史資料および土石流堆積物
の分布調査から土石流や洪水が発生した河川
を示したものである。

・軽石・火山灰が30cm以上堆積した流域では
土石流が頻発し，その下流では洪水が生じて
いる。火山噴火が大規模な場合は火山体だけ
でなく，その周辺域の森林流域でも土石流が
発生する。

・桜島から南東方向の約10km地点において軽
石・火山灰の堆積状況を調査した。尾根付近
の広葉樹林地には厚さ約1mの軽石・火山灰が
堆積しており，下層は軽石主体，上層は火山
灰主体であった。全層に占める火山灰層の厚
さは10～20%である。

火砕物に埋もれた牛根村の家屋
出典：鹿児島県立博物館

土石流による垂水村の被害
出典：鹿児島県立博物館 2



・1990年代，桜島南岳の噴火に伴って大隅半島の
山地は繰り返し降灰に見舞われた。

・福山町では鉄砲水が発生して米酢製造工場が被災
した。

・林地の火山灰厚は10cmに達し，落葉層は火山灰
で充填され，地表面は固くなっていた。林地の浸
透能が低下し，表面流が発生したことが鉄砲水の
原因と考えられる。

広葉樹林地，一部スギ林地

火山灰厚10cm程度

事例２ 桜島南岳噴火に伴い大隅半島の林地に堆積した火山灰

1995年7月14日撮影 3



事例３ 雲仙普賢岳噴火に伴い林地に堆積した火山灰

・1990年11月，雲仙普賢岳は198年ぶりに火山活動を開始し
た。放出された火山灰は山腹に厚く堆積した。1991年5月か
らは溶岩ド－ムの崩壊による火砕流の発生を伴うようになった。

・火山活動に伴って植生は破壊され，水文環境が大きく変化した。
噴火前の浸透能は100mm/h以上を示していたが，細粒火山灰
の堆積により1991年から1992年にかけて50mm/h未満まで
低下し，その状態が1993年まで継続した。浸透能の低下に
よって表面流が発生し，侵食が引き起こされた。

・火砕流の発生が少なくなった1994年後半以降，細粒火山灰の
流失や動植物の活動によって浸透能が上昇した箇所もみられた。

・落葉層が薄いヒノキ林地は細粒火山灰の堆積により浸透能が著
しく低下し，その回復に時間がかかった。

普賢岳から南東約３km地点のヒノキ林地
細粒火山灰が落葉層を充填している。
火山灰厚33mm，浸透能12mm/h

1992年12月27日撮影 1995年12月23日撮影

普賢岳から南東約３km地点のヒノキ林地
植物の発芽や小動物により地表撹乱が見られる。
火山灰厚40mm，浸透能29mm/h

1995年12月23日撮影

普賢岳から南東約３km地点のヒノキ林地の
表層断面，細粒火山灰が落葉層を充填して
いる。

（地頭薗ら，1996）
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2011年霧島新燃岳噴火に伴い林地に堆積した火山灰

・2011年1月，マグマ噴火をおこした霧島新燃
岳は軽石・火山灰を主体とする火砕物を噴出し
た。噴火初期は軽石が多く放出され，右図の実
線に挟まれる火口から南東方向に，その後，火
山灰が破線に挟まれる火口から東方向に降下し
た。両者が重なる範囲では，軽石の上に火山灰
が堆積した構造となっている。

・火砕物の堆積が浸透能低下に及ぼした影響は，
火山灰のみが堆積した新燃岳の東側斜面や高千
穂峰の北側斜面で大きく，次に軽石とその上に
火山灰が堆積した新燃岳および高千穂峰の南東
側斜面で大きかった。一方，軽石が主体で火山
灰がほとんど堆積しなかった高千穂峰の南側斜
面では浸透能低下への影響は小さかった。

・数cmの火山灰は降雨で部分的に流失して浸透
能が短期間で上昇し，土石流発生には至らな
かった。

事例４

2011年6月29日国交省撮影 （地頭薗，2017）
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2017年霧島新燃岳噴火に伴い林地に堆積した火山灰

韓国岳

新燃岳

鹿児島県側

宮崎県側

細粒火山灰
1～2cm堆積

・霧島新燃岳は，2017年10月11日～17日に
噴火を繰り返し，細粒火山灰を噴出した。火
山灰は新燃岳の東方向に流れ，宮崎県高原町
は降灰に見舞われた。

・新燃岳から東方向の4km地点の広葉樹林地を
調査した結果，細粒火山灰が1～2cm堆積し
ていた。

・厚さ5cm程度の落葉層には間隙がみられ，リ
ル・ガリ侵食につながるような表面流の発生
は確認されなかった。

落葉層の隙間

新燃岳東4km付近の広葉樹林地

2017年10月25日撮影

事例５
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事例６ 諏訪之瀬島の御岳噴火に伴い林地に堆積した火山灰

・2020年12月以降，御岳火口から火山灰が放出
されている。集落上流域の a地点（火口から南
西方向約2.2km）の広葉樹林地における火山灰
堆積厚，浸透能等の調査を実施している。

・2025年3月現在，火山灰堆積厚は5cm程度で
ある。火山灰は，降雨の影響を受けながら，ま
た落葉等を含みながら堆積したため，浸透能が
著しく低下することはなく，100mm/h前後で
推移している。

・広葉樹林地に表面流の発生は見られない。
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火山噴火に伴い林地に堆積した火山灰が水文環境に及ぼす影響のまとめ

①健全な林地には5cm程度の落葉層があり，浸透能が大きいために表面流が発生することはほとんどない（a）。
そのような林地に数cmの火山灰が堆積しても落葉層にはまだ間隙が存在し，表面流の発生は部分的で，リ

ル・ガリ侵食の発生につながる可能性は低い（b）【事例５】。火山灰量が増加していくと，斜面から渓流へ
表面流が連続してリル・ガリ侵食の発生の可能性が高くなり（c） ，林地に10cm程度の火山灰が堆積すると
落葉層は火山灰で充填され，地表面が固くなり，浸透能低下による表面流に起因した土石流が発生することも
ある【事例２】。

上記は基本的な過程だが，落葉層の状態，火砕物の粒径・堆積構造・堆積過程によって，火山灰が水文環境に
及ぼす影響は様々な事例がみられた。

②雲仙普賢岳周辺の落葉層が薄いヒノキ林地では，4cm程度の火山灰堆積でも浸透能が極端に低下し，表面流
が発生した【事例３】。

③諏訪之瀬島では，4年間で5cm程度の火山灰が堆積していたが，火山灰は降雨の影響を受けながら，落葉等を
含みながら堆積したために浸透能が著しく低下する状況ではなかった【事例６】。

④2011年新燃岳噴火により軽石・火山灰に覆われた林地では，上層の数cmの火山灰は降雨で部分的に流失し
て浸透能は短期間で上昇し，土石流発生には至らなかった【事例４】。

⑤1914年桜島大噴火では軽石・火山灰が30cm以上堆積した流域で土石流が頻発した。広葉樹林地に堆積した
1m程度の軽石・火山灰層を調査した結果，上層の火山灰層の厚さは全層の10～20%であった【事例１】。
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大規模噴⽕時における降灰影響範囲の検討
〜広域降灰シミュレーションと調査手法について〜

2025年2月5日

参考
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